
 

   

 

 

 

 

 
４月１８日（木）に第６学年の児童を対象に実施

された「全国学力・学習状況調査」の教科に関する

調査（国語、算数）と質問調査の結果が Web で学

校に公表されました。 

前号に続き、質問調査の結果では、(1)学習指導要

領の趣旨を踏まえた教育活動の取組状況に関し、５

年生までに受けた授業について、「自分の考えを発

表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、

資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表してい

ましたか。」の質問に発表していたと答えた児童（全

国よりも 4.4 ポイント高い）や「授業では、課題の

解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでい

ましたか」の質問に当てはまると答えた児童（全国

よりも 3.5ポイント高い）の割合が全国及び奈良県

より高い結果となり、「道徳の授業では、自分の考え

を深めたり、学級やグループで話し合ったりする活

動に取り組んでいる」の質問に当てはまる、どちら

かといえば、当てはまると答えた児童（全国よりも

9.3 ポイント低い）の割合が全国及び奈良県より下

回っていることから、話し合いによって自分の考え

を深める道徳授業の実践が求められます。 

(2)ICT を活用した学習状況に関し、（５年生まで

の学習のようすを振り返り、）「ICT機器を活用する

ことで、分からないことがあった時に、すぐ調べる

ことができる」（全国よりも 5.8 ポイント高い）や

「ICT機器を活用することで、友達と協力しながら

学習を進めることができる」（全国よりも 3.3 ポイ

ント高い）の質問にとてもそう思うと答えた児童の

割合が全国及び奈良県より高い結果となりました。 

(3)学習に対する興味・関心や授業の理解度に関

し、「算数の授業の内容はよく分かる」（全国よりも

9.2 ポイント高い）や「国語の授業の内容はよく分

かる」（全国よりも 5.8 ポイント高い）の質問に当

てはまると答えた児童の割合が全国及び奈良県よ 

り高い結果となり、「算数の授業で学習したことを、 

普段の生活の中で活用できないか考える」や「算数 
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の勉強は大切だ」の質問に当てはまる、どちらかと 

いえば、当てはまると答えた児童の割合が全国及び 

奈良県より少し下回っていることから、これらのこ 

とに配慮した指導の充実が大切になります。 

(4)児童の挑戦心・自己有用感・幸福感等に関す 

る状況に関し、「友達関係に満足している」（全国よ 

りも 7.3 ポイント高い）や「自分と違う意見につい 

て考えるのは楽しい」（全国よりも5.5ポイント高い）

の質問に当てはまると答えた児童の割合が全国及び 

奈良県より高い結果となり、「自分には、よいとこ 

ろがあると思う」（全国よりも 8.9 ポイント低い） 

の質問に当てはまる、どちらかといえば、当てはま 

ると答えた児童の割合が全国及び奈良県より下回っ 

ていることから、自尊感情を育む取組が重要になり 

ます。 

(5)学校外での過ごし方（勉強時間、テレビゲー 

ム等の時間）に関し、「普段（月曜日から金曜日）、 

１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム（コン 

ピュータゲーム、携帯式のゲーム、携帯電話やスマ 

ートフォンを使ったゲームも含みます。）をします 

か。」の質問に全くしないと答えた児童（全国より 

も 4.8ポイント高い）や「放課後や週末に何をして 

過ごすことが多いですか（複数選択）」の質問に学 

習塾など学校や家以外の場所で勉強していると答え 

えた児童（全国よりも 18.7 ポイント高い）の割合 

が全国及び奈良県より高い結果となり、「携帯電話・ 

スマートフォンやコンピュータの使い方について、 

家の人と約束したことを守っていますか。」（全国よ 

りも 8.2 ポイント低い）や「放課後や週末に何をし 

て過ごすことが多いですか（複数選択）」の質問に 

友達と遊んでいると答えた児童（全国よりも 16.5 

ポイント低い）の割合が全国及び奈良県より下回っ 

ていることから、児童の実態を知ることができます。 
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